
(57)【要約】　　　（修正有）

【目的】超音波内視鏡の挿入部先端へバルーンを装着す

る際に、保持棒を保持溝に容易に挿入できるようにした

バルーン装着治具を提供する。

【構成】挿入部先端１２ａの表裏に、超音波を発する超

音波プローブと、該挿入部先端１２ａに超音波プローブ

を囲むように装着したバルーンを保持する保持溝２０と

を有する超音波内視鏡；及びこの超音波内視鏡の上記保

持溝２０内に該バルーンの外側から挿入されて該バルー

ンの膨らみを抑制する、該保持溝２０の開口幅より大き

い径を有する保持棒２２；を有する超音波内視鏡に用い

る治具であって、断面略Ｌ字状をなす二面を有し、その

二面がなす角度の小さい内面を操作者の指を当てる指当

面とし、角度の大きい外面を上記保持溝２０に保持棒２

２を挿入する際に該保持棒２２に当接させる押込面とし

たことを特徴とする超音波内視鏡のバルーン装着治具２

３。

【選択図】　　　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 先 端 の 表 裏 に 、 超 音 波 を 発 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 該 挿 入 部 先 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ
を 囲 む よ う に 装 着 し た バ ル ー ン を 保 持 す る 保 持 溝 と を 有 す る 超 音 波 内 視 鏡 ； 及 び
こ の 超 音 波 内 視 鏡 の 上 記 保 持 溝 内 に 該 バ ル ー ン の 外 側 か ら 挿 入 さ れ て 該 バ ル ー ン の 膨 ら み
を 抑 制 す る 、 該 保 持 溝 の 開 口 幅 よ り 大 き い 径 を 有 す る 保 持 棒 ；
を 有 す る 超 音 波 内 視 鏡 に 用 い る 治 具 で あ っ て 、
断 面 略 Ｌ 字 状 を な す 二 面 を 有 し 、 そ の 二 面 が な す 角 度 の 小 さ い 内 面 を 操 作 者 の 指 を 当 て る
指 当 面 と し 、 角 度 の 大 き い 外 面 を 上 記 保 持 溝 に 保 持 棒 を 挿 入 す る 際 に 該 保 持 棒 に 当 接 さ せ
る 押 込 面 と し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 の バ ル ー ン 装 着 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の バ ル ー ン 装 着 治 具 に お い て 、 さ ら に 、 上 記 指 当 面 に は 、 上
記 二 面 の う ち の 一 面 に 、 指 を 挿 入 す る 指 包 囲 部 が 形 成 さ れ て い る 超 音 波 内 視 鏡 の バ ル ー ン
装 着 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 に バ ル ー ン を 装 着 す る と き に 用 い る バ ル ー ン 装 着 治 具 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び そ の 問 題 点 】
本 出 願 人 は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 表 裏 に 、 超 音 波 を 発 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 該
挿 入 部 先 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 囲 む よ う に 装 着 し た バ ル ー ン を 保 持 す る 保 持 溝 と を 形 成 し
、 こ の 保 持 溝 内 に 該 バ ル ー ン の 外 側 か ら 保 持 溝 の 開 口 幅 よ り 大 き い 径 を 有 す る 支 持 棒 を 挿
入 し て 該 バ ル ー ン の 膨 ら み を 抑 制 す る 超 音 波 内 視 鏡 を 提 案 し た （ 特 願 ２ ０ ０ １ ‐ ３ ７ ２ ４
４ ０ 号 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 超 音 波 内 視 鏡 に よ る と 、 本 来 何 の 役 も し な い 超 音 波 プ ロ ー ブ の 反 対 側 の バ ル ー ン の 膨
ら み を 抑 制 し 、 余 分 な 脱 気 水 を 不 要 と す る こ と が で き る 。 し か し 、 バ ル ー ン の 外 側 か ら 保
持 棒 を 保 持 溝 内 に 挿 入 す る の が 難 し い と い う 指 摘 を 受 け た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 へ バ ル ー ン を 装 着 す る 際 に 、 保 持 棒 を 保 持 溝 に 容 易
に 挿 入 で き る よ う に し た バ ル ー ン 装 着 治 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の バ ル ー ン 装 着 治 具 は 、 挿 入 部 先 端 の 表 裏 に 、 超 音 波 を 発 す る 超 音
波 プ ロ ー ブ と 、 該 挿 入 部 先 端 に 超 音 波 プ ロ ー ブ を 囲 む よ う に 装 着 し た バ ル ー ン を 保 持 す る
保 持 溝 と を 有 す る 超 音 波 内 視 鏡 ； 及 び こ の 超 音 波 内 視 鏡 の 上 記 保 持 溝 内 に 該 バ ル ー ン の 外
側 か ら 挿 入 さ れ て 該 バ ル ー ン の 膨 ら み を 抑 制 す る 、 該 保 持 溝 の 開 口 幅 よ り 大 き い 径 を 有 す
る 保 持 棒 ； を 有 す る 超 音 波 内 視 鏡 に 用 い る 治 具 で あ っ て 、 断 面 略 Ｌ 字 状 を な す 二 面 を 有 し
、 そ の 二 面 が な す 角 度 の 小 さ い 内 面 を 操 作 者 の 指 を 当 て る 指 当 面 と し 、 角 度 の 大 き い 外 面
を 上 記 保 持 溝 に 保 持 棒 を 挿 入 す る 際 に 該 保 持 棒 に 当 接 さ せ る 押 込 面 と し た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 指 当 面 に は 、 上 記 二 面 の う ち の 一 面 に 、 指 を 挿 入 す る 指 包 囲 部 を 形 成 す る の が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 １ ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
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図 １ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ は 、 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ を 有 し 、 挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 １
２ ａ は 、 操 作 部 １ １ に 設 け た 湾 曲 操 作 装 置 １ ３ の 操 作 に 応 じ て 上 下 及 び 左 右 方 向 に 湾 曲 さ
れ る 。
先 端 部 １ ２ ａ 先 端 に は 、 図 示 し な い 観 察 窓 （ 対 物 窓 ） と 照 明 光 学 系 と が 設 け ら れ て い る 。
上 記 観 察 窓 を 介 し て 得 ら れ る 画 像 は 操 作 部 １ １ 近 傍 に 設 け た 接 眼 部 １ ４ か ら 観 察 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
超 音 波 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ の 内 部 に は 、 導 光 部 材 と し て の フ ァ イ バ バ ン
ド ル （ 図 示 略 ） が 挿 通 さ れ て い る 。 フ ァ イ バ バ ン ド ル は 、 操 作 部 １ １ に 接 続 さ れ た ラ イ ト
ガ イ ド 可 撓 管 １ ５ の 内 部 を 通 っ て 、 光 源 装 置 １ ６ に 接 続 し て お り 、 そ の 入 射 端 面 は 、 光 源
装 置 １ ６ 内 に 配 設 さ れ た 光 源 ラ ン プ （ 図 示 略 ） と 対 向 し て い る 。 一 方 、 フ ァ イ バ バ ン ド ル
の 先 端 に 形 成 さ れ た 出 射 端 面 は 、 挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ の 内 部 に お い て 上 記 照 明 光 学
系 と 対 向 し て お り 、 照 明 光 学 系 に 、 光 源 装 置 １ ６ か ら の 照 明 用 光 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 操 作 部 １ １ は 、 ラ イ ト ガ イ ド 可 撓 管 １ ５ の 内 部 に 配 設 さ れ た 送 水 管 （ 図 示 略 ） を 介
し て 脱 気 水 を 貯 留 す る 送 水 タ ン ク １ ８ と 接 続 さ れ て お り 、 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ の 内 部
に は 、 送 水 路 （ 図 示 略 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 送 水 路 の 入 口 側 端 部 は 送 水 管 に 接 続 し て
お り 、 出 口 側 端 部 は 、 先 端 部 １ ２ ａ の 端 面 の 送 水 口 （ 図 示 略 ） に 開 口 し て い る 。 そ し て 、
操 作 部 １ １ に 設 け ら れ た 送 水 ス イ ッ チ （ 図 示 略 ） を 押 す と 、 送 水 口 か ら 脱 気 水 が 排 出 さ れ
、 操 作 部 １ １ に 設 け ら れ た 吸 引 ス イ ッ チ （ 図 示 略 ） を 押 す と 、 送 水 口 か ら 脱 気 水 を 吸 引 で
き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 図 ２ 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ に は 、 側 面 視 で 略 円 弧 状 を
な す 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ９ は 、 操 作 部 １ １ に 接
続 さ れ た 処 理 回 路 （ 図 示 略 ） に よ り 電 気 的 処 理 が 行 わ れ 、 操 作 部 １ １ に 設 け ら れ た 超 音 波
ス イ ッ チ （ 図 示 略 ） を 押 す と 、 そ の 表 面 か ら 被 検 部 に 向 け て 超 音 波 を 発 信 し 、 さ ら に 被 検
部 に よ っ て 反 射 さ れ た 超 音 波 を 受 信 す る も の で あ る 。 な お 、 操 作 部 １ １ に は 、 超 音 波 断 層
像 を 表 示 す る た め の Ｃ Ｒ Ｔ モ ニ タ （ 図 示 略 ） が 接 続 さ れ て い る 。
さ ら に 、 先 端 部 １ ２ ａ の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ９ と 反 対 側 の 面 （ 以 下 、 裏 面 １ ２ ａ １ と 呼 ぶ ）
に は 、 略 円 柱 状 の 保 持 溝 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 持 溝 ２ ０ は 、 裏 面 １ ２ ａ １ と 平 行
な 軸 線 を 先 端 部 １ ２ ａ の 長 さ 方 向 に 向 け て 形 成 さ れ て お り 、 最 大 径 部 分 よ り 小 径 な 一 様 開
口 ２ ０ ａ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 保 持 溝 ２ ０ の 軸 線 と 直 交 す る 断 面 形 状 は 、 半 円 形 よ り
大 き い 不 完 全 円 形 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ の 間 に は 、 処 置 具 を 挿 入 す る た め の 鉗 子 口 ２ １ が 設 け ら れ て お り
、 こ の 鉗 子 口 ２ １ は 、 挿 入 部 １ ２ を 貫 通 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 略 ） の 入 口 側 端 部 と な
っ て い る 。 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 出 口 側 端 部 （ 図 示 略 ） は 、 先 端 部 １ ２ ａ の 先 端 面 に お い て 開
口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 １ ２ ａ に ゴ ム 製 の 指 サ ッ ク 状 の バ ル ー ン Ｂ を 装 着 す る 要
領 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま ず 、 バ ル ー ン Ｂ を 先 端 部 １ ２ ａ に 装 着 し た 後 に 用 い る 、 保 持 棒 ２ ２ と バ ル ー ン 装 着 治 具
２ ３ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
保 持 棒 ２ ２ は 円 柱 形 状 を な す 硬 質 ゴ ム 製 の も の で あ り 、 そ の 断 面 径 は 保 持 溝 ２ ０ の 内 径 に
対 応 し 、 保 持 溝 ２ ０ の 開 口 ２ ０ ａ の 幅 よ り 大 き い 。
図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 す バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ は 、 断 面 略 Ｌ 字 状 を な す 板 状 部 材 で あ り 、 一 つ
の 平 面 部 ２ ４ と 、 こ の 平 面 部 ２ ４ に 対 し て 傾 斜 す る 別 の 平 面 部 ２ ５ と を 具 備 し て い る 。 そ
し て 、 こ れ ら 両 平 面 部 ２ ４ 、 ２ ５ が な す 角 度 の 小 さ い 内 面 が 、 操 作 者 の 指 を 当 て る 指 当 面
２ ３ ａ と な っ て お り 、 角 度 の 大 き い 外 面 が 、 上 記 保 持 溝 ２ ０ に 保 持 棒 ２ ２ を 挿 入 す る 際 に
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保 持 棒 ２ ２ に 当 接 さ せ る 押 込 面 ２ ３ ｂ と な っ て い る 。 さ ら に 、 両 平 面 部 ２ ４ と ２ ５ と は Ｒ
面 部 ２ ３ ｃ に は よ っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ゴ ム 製 の 指 サ ッ ク 状 バ ル ー ン Ｂ を 先 端 部 １ ２ ａ に 装 着 す る に は 、 ま ず 、 挿 入 部 １ ２ の 先 端
部 １ ２ ａ に バ ル ー ン Ｂ を 被 せ 、 バ ル ー ン Ｂ の 内 面 を 先 端 部 １ ２ ａ に 密 着 さ せ 、 術 者 の 例 え
ば 左 手 Ｌ で 先 端 部 １ ２ ａ 付 近 を 支 持 す る 。 次 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 先 端 部 １ ２ ａ の 裏 面
１ ２ ａ １ が 上 側 を 向 く よ う に 先 端 部 １ ２ ａ の 向 き を 調 整 し 、 バ ル ー ン Ｂ の 保 持 溝 ２ ０ と 対
応 す る 箇 所 に 保 持 棒 ２ ２ を 載 置 し 、 左 手 Ｌ で 保 持 棒 ２ ２ が 保 持 溝 ２ ０ か ら 外 れ な い よ う に
す る 。 次 い で 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 右 手 Ｒ で バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ を 支 持 し 、 バ ル ー ン 装
着 治 具 ２ ３ の 押 込 面 ２ ３ ｂ 側 の Ｒ 面 部 ２ ３ ｃ を 保 持 棒 ２ ２ の 先 端 部 （ 図 ９ の 右 上 側 の 端 部
） の 上 面 に 当 接 さ せ 、 さ ら に 、 指 当 面 ２ ３ ａ に 親 指 Ｒ １ を 当 て て 、 親 指 Ｒ １ で バ ル ー ン 装
着 治 具 ２ ３ を 裏 面 １ ２ ａ １ 側 に 押 圧 し て 、 保 持 棒 ２ ２ の 先 端 部 を 弾 性 変 形 さ せ な が ら 保 持
溝 ２ ０ 内 に 挿 入 さ せ る 。 さ ら に 、 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 押 込 面 ２ ３ ｂ 側 の Ｒ 面 部
２ ３ ｃ を 裏 面 １ ２ ａ １ 側 に 押 圧 し た ま ま 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ を 保 持 溝 ２ ０ に 沿 っ て 挿
入 部 １ ２ の 基 端 部 側 に ゆ っ く り 移 動 さ せ 、 保 持 棒 ２ ２ を そ の 先 端 部 側 か ら 終 端 部 側 に か け
て 徐 々 に 保 持 溝 ２ ０ 内 に 挿 入 さ せ る 。 そ し て 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ の 端 部 が 、 保 持 溝 ２
０ の 終 端 部 と 対 応 す る 位 置 に 達 す る と 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 保 持 棒 ２ ２ 全 体 が 保 持 溝 ２
０ 内 に 挿 入 す る よ う に な る 。
最 後 に 、 図 ６ 、 図 １ ３ に 示 す Ｏ リ ン グ Ａ に よ り 、 バ ル ー ン Ｂ の 口 元 を 先 端 部 １ ２ ａ の ネ ッ
ク 部 １ ２ ｎ に 密 着 さ せ 、 バ ル ー ン Ｂ に よ り 先 端 部 １ ２ ａ の 周 囲 に 水 密 空 間 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う に し て バ ル ー ン Ｂ を 先 端 部 １ ２ ａ に 装 着 し た ら 、 接 眼 部 １ ４ を 覗 き な が ら 挿 入 部
１ ２ を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 先 端 部 １ ２ ａ を 被 検 部 に 接 近 さ せ る 。
次 い で 、 操 作 部 １ １ に 設 け ら れ た 送 水 ス イ ッ チ を 押 し て 、 先 端 部 １ ２ ａ の 送 水 口 か ら 、 バ
ル ー ン Ｂ の 内 面 と 先 端 部 １ ２ ａ の 水 密 空 間 に 脱 気 水 を 送 る 。 バ ル ー ン Ｂ の 裏 面 １ ２ ａ １ 側
部 分 が 保 持 溝 ２ ０ と 保 持 棒 ２ ２ の 間 に 挟 ま れ て い る の で 、 裏 面 １ ２ ａ １ と バ ル ー ン Ｂ の 間
に 流 入 す る 脱 気 水 は 少 量 で あ り 、 脱 気 水 の 大 部 分 は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ９ と バ ル ー ン Ｂ の 間
に 流 れ 、 バ ル ー ン Ｂ は 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 示 す よ う な 状 態 で 膨 ら む 。
こ の よ う に バ ル ー ン Ｂ が 膨 ら ん だ ら 、 バ ル ー ン Ｂ を 被 検 部 に 接 触 さ せ 、 さ ら に 、 超 音 波 ス
イ ッ チ を 押 し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ９ か ら 超 音 波 を 発 信 し 、 被 検 部 の 状 態 を 調 べ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
バ ル ー ン Ｂ は 、 デ ィ ス ポ ー ザ ル 材 料 で あ り 、 検 査 毎 に 以 上 の バ ル ー ン Ｂ の 装 着 取 り 外 し を
行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な 検 査 毎 の バ ル ー ン Ｂ の 交 換 作 業 に 際 し 、 本 実 施 形 態 に
よ れ ば 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ を 用 い る こ と に よ り 、 保 持 棒 ２ ２ を 保 持 溝 ２ ０ に 簡 単 に 挿
入 で き る よ う に な る の で 、 超 音 波 内 視 鏡 １ ０ を 用 い た 検 査 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
さ ら に 、 本 実 施 形 態 の バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ は 、 そ の 断 面 形 状 を 略 Ｌ 字 状 と し て 成 形 し て
あ る の で 、 断 面 形 状 を 直 線 状 と し て 成 形 し た 場 合 に 比 べ て 、 術 者 が 持 ち や す く な っ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ を 水 に 濡 ら し て お け ば 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ が 保 持 棒 ２ ２
に 対 し て 滑 り 易 く な る の で 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ３ の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ５ 乃 至 図 １ ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
な お 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ 部 材 に は 同 じ 符 号 を 付 す に 止 め て 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 の バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ６ の 平 面 部 ２ ４ の 両 側 部 に は 、 弾 性 変 形 可 能 な 一 対 の 指
包 囲 部 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。
そ し て 、 図 １ ６ 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 指 当 面 ２ ３ ａ に 載 せ た 親 指 Ｒ １ の 周 囲 を 指 包 囲 部
２ ７ で 囲 む こ と に よ り 、 親 指 Ｒ １ に バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ６ を 簡 単 か つ 確 実 に 装 着 で き る 。
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そ の 結 果 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 ２ ６ の 使 い 勝 手 が 向 上 し 、 保 持 棒 ２ ２ を 保 持 溝 ２ ０ に よ り 簡
単 に 挿 入 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 へ バ ル ー ン を 装 着 し 定 着 さ せ る 際 に 、 保 持 棒
を 保 持 溝 に 容 易 に 挿 入 で き る よ う に な る 。 さ ら に 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 の 断 面 形 状 を 略 Ｌ 字
状 と し て 成 形 し た の で 、 断 面 状 を 直 線 状 と し て 成 形 し た 場 合 に 比 べ て 、 術 者 が 持 ち や す く
な っ て い る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 全 体 構 造 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 付 近 の 、 一 部 を 破 断 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 バ ル ー ン 装 着 治 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 バ ル ー ン 装 着 治 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 バ ル ー ン 装 着 治 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 保 持 棒 を 保 持 溝 へ 装 着 す る 直 前 の 状 態 の 側 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 保 持 棒 を 保 持 溝 へ 装 着 す る 直 前 の 状 態 の 正 面 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 保 持 棒 を 保 持 溝 に 挿 入 す る 直 前 の 状 態 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 を 用 い て 保 持 棒 を 保 持 溝 に 挿 入 す る
状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 を 用 い て 保 持 棒 を 保 持 溝 に 挿 入 す
る 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 バ ル ー ン 装 着 治 具 を 用 い て 保 持 棒 を 保 持 溝 に 挿 入 す
る 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 保 持 棒 の 保 持 溝 へ の 装 着 を 完 了 し た 状 態 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 １ ３ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 保 持 棒 を 保 持 溝 へ 装 着 し た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 、 保 持 棒 を 保 持 溝 へ 装 着 し た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の バ ル ー ン 装 着 治 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 バ ル ー ン 装 着 治 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 バ ル ー ン 装 着 治 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 超 音 波 内 視 鏡
１ １ 　 　 操 作 部
１ ２ 　 　 挿 入 部
１ ２ ａ 　 先 端 部
１ ２ ａ １ 　 裏 面
１ ２ ｂ 　 傾 斜 面
１ ３ 　 　 湾 曲 操 作 装 置
１ ４ 　 　 接 眼 部
１ ５ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド 可 撓 管
１ ６ 　 　 光 源 装 置
１ ８ 　 　 送 水 タ ン ク
１ ９ 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ ０ 　 　 保 持 溝
２ １ 　 　 鉗 子 口
２ ２ 　 　 保 持 棒
２ ３ 　 　 バ ル ー ン 装 着 治 具
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２ ３ ａ 　 指 当 面
２ ３ ｂ 　 押 込 面
２ ３ ｃ 　 Ｒ 面 部
２ ４ 　 ２ ５ 　 平 面 部
２ ６ 　 　 バ ル ー ン 装 着 治 具
２ ７ 　 　 指 包 囲 部
Ｂ 　 　 　 バ ル ー ン
Ｌ 　 　 　 左 手
Ｒ 　 　 　 右 手
Ｒ １ 　 　 親 指 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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